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１ はじめに 

琵琶湖淀川流域における水文モデルとの結合を目標として、

琵琶湖流動場モデル・水質モデルの開発を行った。本研究では

そのはじめとして、琵琶湖に流入する 56の河川に対して、淀川

流域水系モデルによって計算された河川流量・水温・水質を計

算した。その結果を両モデルに対して境界条件として使用した。

1)また、富栄養化と鉛直混合の弱体化が琵琶湖流域の環境問題

として近年注目されている。その規模や発生メカニズムについ

て現在解明されていない部分が多く、モデルによる流動場・水

質の再現が重要な課題となっている。 

2 琵琶湖流域モデル 

2.1 計算条件 

水平計算領域は琵琶湖全体を含む 36km×65.5kmである。水平

格子は 500m×500mで格子数は 72×131，鉛直方向は水深 30mま

でを 0.5m 間隔, 30m以深では 2.5m間隔とし，格子数は 86であ

る。また水深は滋賀県琵琶湖環境科学研究センターの 4次メッ

シュ琵琶湖水深データを用いた。 

2006 年 7月からの半年間を助走期間とし、2007年の一年間を

計算結果とした。風速、気温、日射量等の気象条件は、気象庁

客観解析データを内挿によって各メッシュに適応させ、1 時間

毎に更新した。 

2.3 流動場モデル 

流動場モデルの基礎方程式はブジネスク近似，鉛直方向に静

水圧近似を仮定し、流体の運動方程式，連続の式，熱の保存式

で構成されている。1) 

2.4  水質モデル  

 水質モデルで取り扱う生態系構成要素は、植物プランクトン、

動物プランクトン、有機態窒素、無機態窒素、有機態リン、無

機態リン、溶存酸素、SS性 COD、溶存性 CODの 9つである。各

構成要素の保存式は、化学的・生物的過程による変化、移流・

拡散による影響を考慮し、式(1)で表される。 
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3 計算結果と考察 

3.1 流動場モデルの計算結果 

鉛直断面の温度変化を、Fig.1 に示す。夏にかけて表層の水

温が上昇し、その後表層が冷やされ 12月には一様に低い水温と

なり、観測結果と定性的によく一致している。 

２月前半における鉛直断面の温度変化を Fig.2に示す。 

   

(a)June 25th     (b)August 25th   (c)November 5th 

Fig.1 Seasonal change in vertical distribution of water temperature 

       

(a)February 3rd         (b)February 12th 

Fig.2 Vertical distribution of water temperature in February 
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Fig.3 Time series of observed and calculated photo plankton and  

T_P concentration 

中央部から冷たい水が、湖底まで到達し循環している様子が

わかる。熊谷ら 2)によると鉛直方向の循環は、表層で冷やされ

た水が、湖壁に沿って湖底へと潜り込んで起こると報告してい

る。今後、詳細な実測データの収集とともに検証を行うことが

必要である。  

3.2 水質モデルの計算結果 

Fig.3 に表層の植物プランクトンと全リンの計算値と観測値

の比較を示す。計算値は、観測値に比べて過大評価されている。

今後、パラメーター値の設定について検討を行う必要がある。                                                         
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